
3 月 20 日 (土 )に群馬大学教育学部の日置英
彰教授と TA の大学生を７名お招きして、「化学
発光と生物発光」についての講義と実験を行い
ました。研究室の TA の方々によるアドバイス
も受けながら、グループ毎に仮説を立て、実験
を行うことで仮説を検証し、考察するという探
究的な活動でした。 
 
（事前学習） 
○化学発光とは、化学反応にともなって光を
発生する反応。代表例はケミカルライトなど
に用いられる TCPO の発光。また、ホタル、ウ
ミホタルなどの生物による化学発光の事を生
物発光という。生物発光の多くは酵素のはた
らきによるものである。 
○一般的な化学発光は反応温度を上げると発
光が強くなる 
⇒反応速度が大きくなるため 

○しかし、化学発光の一種である生物発光は
温度を上げると発光しなくなる 
⇒酵素が失活するため 

 
 
 
 
 
 
 
 
（今回の課題） 
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化学発光と生物発光  

左：ケミカルライトの光  右：ウミホタルの発光 

 

多くの班が「光らない」と予

測した実験 B が発光。  

疑問や課題を設定して実験し

てみよう！  

今回はルミノール発光を実験  

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

（受講した生徒の感想） 

生物や化学の基礎から教えていただいて、と
ても分かりやすかったです。学校で習った知
識を使って、班のみんなで必死に考えること
ができて楽しかったです。自分たちが知りた
いことに対して、どんな実験をしたら調べる
ことが出来るのかをみんなで考えたのが、一
番難しくて楽しかったです。自分一人ではな
く、仲間と一緒に考えることの大切さを学ん
だので、これからも自分が疑問に思ったこと
に対して仲間と一緒に探究していきたいと思
います。 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


